	会議の結果

	件　　　名
	令和７年度田辺市社会教育委員会議　第３回定例会

	日　　　時
	令和７年９月29日（月曜日）13時30分～15時10分

	場　　　所
	大塔総合文化会館　１階大集会室

	
	○社会教育委員
出席者11名：　尾崎委員、加藤委員、桐本委員、久保委員、小山委員、中根委員、
西川委員、松場委員、宮本委員、森下委員、柳川委員
欠席者２名：　九鬼委員、砂野委員
○事務局７名：　野田教育長、狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
谷本生涯学習推進係長、橘公民館係主事、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育長挨拶

２．議長挨拶

３．説明事項・報告事項 　
（１）田辺市20周年記念「田辺市生涯学習フェスティバル」及び田辺市社会教育功労者表彰について
（２）令和７年度情報モラル研修会について
（３）田辺市20周年記念事業「20周年記念市民ウォーク」について
（４）令和７年度「植芝盛平翁の故郷を訪ねて」について
（５）田辺市20周年記念事業「SOMPOボールゲームフェスタin田辺」について
（６）文化振興課行事予定について
（７）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。（質疑応答なし）

４．協議
（１）人材育成事業企画部会について
[bookmark: _Hlk104461142]資料に基づき事務局より説明を行い、協議の結果、資料に記載のとおりの方向性で進めていくこととした。
その他、次回の人材育成事業企画部会に自治振興課長を招聘し、田辺らしい自治の仕組みづくりに係る勉強会を実施する方向で調整を進めていくことを確認した。

【質疑応答・主な意見等】
議長：高校出張講座に関して、13時に打合せ開始とのことだがどこに集合すればよいか。
事務局：神島高校３階家庭情報室が打合せ場所となっているが、詳しい位置関係を把握していないため、案内役として事務局スタッフを配置する予定としている。12時45分には玄関口にスタッフを配置し、案内させていただきたいと考えている。
議長：アンケートはどのタイミングで配付する予定か。
事務局：最初に配付し、一つ目の設問だけ最初にチェックしてもらい、残りは終わってから、あるいは聞きながら回答してもらえるようアナウンスする予定としている。
議長：芳養小学校での甲斐さんの授業は社会教育委員会議の事業ではないということでよいか。
副議長：市としてどうかという部分でもあるが、校長先生が甲斐さんの話を児童に聞かせたい、普段何気ないところを見る目を養いたいという話で、甲斐さんを呼ぶにはどうしたらよいかという相談があって、何かのついでにという中で今回実施に至ったというところで、今回は自分たちの事業とは別だと考えていたが、校長先生が作成した資料を見たときに、田辺市が実践している語り部ジュニアの目標が「自分のふるさとに誇りや愛着を持ち、胸を張って語れる子どもの育成」ということで、我々がずっとやってきてるところと根っこの部分は繋がると考えている。その先で帰ってきて欲しいというのが我々としての最終の目的だが、その前段で好きになってもらわないといけないという点は、かなり通ずるものがあると思っている。校長先生の話では、今まではその題材を熊野古道や闘鶏神社でやってきていて、それを否定するものではないが、もっと地元の芳養の良さを見つけるとか良さに気づく感性を養いたいというのが校長先生の考えで、学校の近所を見ながらいいところをどう探すのか教えてもらいたいという話があった。そうした視点も、我々が神島高校や田辺高校で実施したときと同じなので、社会教育委員会議の事業として位置付けてもいいと思っている。
議長：来年度につながる話だと思う。少し前までは高校で講座、次に中学校という形で進めてきて、今回思わぬ形から小学校で実施できるところが出てきた。事実の方が先にあるというケースにはなるが、来年度の検討課題にできればと考えている。
Ａ委員：神島高校での講座も芳養小学校の授業も取材させてもらう予定にしているが、小学校の方は、社会教育委員会主催ではないという認識でよいか。
副議長：主催は学校側になる。今回のやりとりの中で、先生たちが企画して誰かを呼びたいとか、新しく何かやりたいとなったときにかなり苦労されているのを目の当たりした。私が言うことか分からないが、多少はそういう予算が学校ごとにあってもいいんじゃないかと思った。
Ｂ委員：部会の会議録に載っていた神島高校出身でインスタグラムのフォロワーが11万人いるという方が資料に反映されていなかったが、講師の候補としてどうか。
　事務局：具体的な個人名が挙がっていなかったため、会議資料には反映していなかった。
Ｃ委員：立ち上げたファッションブランドの名前は忘れたが、Ｇさんが大学生のときに服のコーディネート動画をインスタグラムにアップしていたら、フォロワーが増えてきて、１年前に久しぶりにその母親の家に遊びに行ったら、フォロワーは11万人いるという話を聞かせてくれた。既に大学は卒業したと思うが、今どうしているかは分からない。
議長：優良公民館の方々の話を聞いて、田辺らしい自治を実現するにあたって、ヒントになるような一般公開講座にしていこうという方向性は問題ないか。全然、他のことをテーマにすべきという方はいないか。今回、候補地が２か所挙がっているが、それについて皆さんにご説明しておきたいということがあれば、Ｄ委員にお願いしたい。
Ｄ委員：一般公開講座をどういう形でやるかとなったときに、事務局から説明があったように、小規模多機能自治との関係性は考えなければいけない論点になると思っている。発議というほどでもないが、社会教育委員会議が企画した講座で川北さんに来てもらって、「そういったものが大事ですよね」というところから始まった経過もある。現在は大学誘致がトレンドだと思うが、数年前には、市長の年頭の挨拶に「田辺らしい自治の仕組みづくり」の話が出るくらいには自治会のあり方や自治のあり方を変えていかないといけないという問題意識を持たれていたと思う。そうした中で、田辺らしい自治と公民館の関係性を問わないといけない時代がやや早晩にやってくると思われるので、実際に公民館として優れた取組をされていて、かつ小規模多機能自治についても、行政的に、又は現場的に展開されている２つの公民館をお招きしてはどうかと考えているところで、一つが遊子川公民館で、もう一つが斎川公民館を候補としている。西予市は記載のとおり、公民館を首長部局に移管して、地域づくりセンターに統合している。白石市は公民館として指定管理を導入しているが、所管は教育委員会のままで、首長部局とも連携して自治のまちづくりについてもやっているというところになる。大前提として、首長部局か教育委員会かということはあまり関係ないと考えていて、全国的な傾向を見ると結局は地域が動きやすいようにするためにどのような形をとるかが重要で、そこを一番にして形式や予算、人員配置を考えなければならない。最適な形は各自治体様々で、いろいろなパターンがあるということを先日の部会では申し上げた。どこか一つのパターンに方向づけたいということではなく、首長部局へ移管していないパターンも含め、自治の取組という意味においては、行政施策として、新しい自治を展開しようとしている西予市と白石市を呼んでみてはどうかと考えている。この両地域、取組としては大きな差はないと思っていて、斎川公民館であれば中学生以上の全住民を対象としたアンケート調査が特徴的で、地元の住民中学生に「これからどんなまちがいいですか」ということを聞いたものをまとめてビジョンにしているとか、そこで育った若者が公民館で活躍している事例もあるので、そういったことも聞きつつ、自治との関係性を聞く、不具合が生じたか、いいことはあったかなど、両方聞くことができるという意味において、推薦したのがこの２館ということ。
Ｅ委員：両方の地域から講師を呼ぶのか。
Ｄ委員：予算の都合もあると思うので、どちらかになるのではないか。
議長：どちらに決めるかは次の企画部会で議論したい。
Ｄ委員：講師としてよく呼ばれているのは白石市だと思う。かつらぎ町の公民館研修でも話を聞いたことがある。
議長：各自、自分で少し調べてみて、次の企画部会でどちらの話を聞くか各委員の宿題でよいか。
Ｄ委員：遊子川はあまり情報がない。優良公民館という切り口での情報や部会で共有した資料のような市の施策に関する情報はあるが、現場で誰が何をやっているという情報がない。一方、白石市の情報はたくさんあり、記事やＷＥＢ特集みたいなまとめられたものが出てくる。
議長：今年選択しなかった方を来年度に招聘するというのも一つだと思う。
Ｄ委員：予算が潤沢にあれば、事前に視察に行って決めることもできるが、なかなかそうもいかない。部会で優先順位を決めて交渉し、ダメだったら次の候補という決め方になると思う。
議長：白石市も西予市も遠いと思うが、予算的に大丈夫か。
事務局：確認が必要だが、２名分であれば予算内で対応できるかと思う。
議長：社会教育委員の勉強会に関して、具体的な時期や内容は企画部会で決めていくという方向でよいか。
Ｂ委員：勉強会は企画部会とは別日程か。時間の目安があれば教えてもらいたい。また、理解度に応じた勉強会ができればとも思う。
議長：私だけが思ってるのかもしれないが、掴みどころがない感じがする。どこまでが基礎で、どこまでが理解できているということになるのか。
Ｂ委員：前回の部会で、Ｆ委員がおっしゃっていたことが腑に落ちる部分がいくつもあった。全員で勉強会するというより、どなたかが一人、その日のメイン講師として自分が思ってることや伝えたいこと、共通認識を持って欲しいと思うことをベテランの方にお話いただいて、勉強会というよりかは共通認識会みたいな感じで、もしかしたらベテランの方の中でも、時代によって物が変わってきていることもあると思うので、今の時代に合わせていくとかブラッシュアップしていくということを勉強させてもらうという立場で出席させてもらえたら、歴史も分かって、現在も知ることができると思う。それを部会の最後15分でお話いただければと思う。
議長：雑談の中での勉強会と理解してよいか。企画部会でその日の議題が終わった後で、公民館のことで思っていることについて話してもらう場を一度持ってみるというのはどうか。
Ｂ委員：バラバラではなく、口火を切った方がメイン司会のような形で進めていただきたい。
議長：その中で調べたいことや疑問点が出てきたら、それぞれ調べてみるということか。
Ｂ委員：分かっていない人がいれば自分で勉強する。そこまで到達できていれば、新しい疑問を自分の中で持つというような形で階段を上らせてもらえたらと思う。
副議長：手法としてはありだと思う。少し話はずれるが、自治振興課長に来てもらって話を聞くのもいいと思った。これまでの取組や現状、目指していることなど、それを我々が知った上で、一般公開講座で先進事例を聞けば、より理解が深まると思っている。
議長：次回の企画部会日程を自治振興課長のスケジュールとも合わせるということになるか。
事務局：部会日程の件に関して、事前に議長・副議長の日程を確認させていただいたが、その日程をベースにして調整が可能であれば、自治振興課長を呼んで話を聞くということで問題ないかと思う。
議長：日程が合えば、そうした機会を持つということでよいか。
Ｅ委員：企画部会で議論した後に自治振興課長の話を聞くという形か。それとも、企画部会の１回分丸々を自治振興課長の話で埋める形か。
副議長：次回の企画部会、中学校出張講座、一般公開講座について議論しなければならないこともあるが、やらなければならないことはある程度絞り込めている。同時進行で勉強会もやっていきたいという話なので、両方やるということでよいと思う。
　　Ｅ委員：せっかく来てもらうのに30分位で終わるのはもったいない気がする。
議長：全体で２時間あればできるのではないか。一般公開講座の方向性は大体固まっているので、それほど時間のかかるような話は出てこないと思っている。中学校出張講座についても、講座形式は概ね決まっていて、次の打合せで講師の候補を絞り込めればそこを確認するというのが中心になると思う。上芳養の現状を見る限りでは、自治振興課長の話も質疑含めて１時間あれば十分だと思っている。忙しい人が多いので、部会と勉強会を分けて日程を増やしてしまうより、少し時間が長くなっても一日で終わらせてしまう方が、結局人も集まるし、短い時間で濃い話ができると思う。
Ｆ委員：この趣旨は自分たちが同じように把握できているか不安な部分もあるから学習会で共通理解を図っていきたいという人材育成事業企画部会での話があってのことだと思うが、先ほど尾崎副議長から提案のあった田辺の現状を同じ場で聞くということは、まさに共有するということになるので、その上に立って先進事例をどこにするかというのが今の話だと理解している。これからの田辺市、あるいは公民館の方向性といったことが自分もよく分からなくて、いつも西川委員に教えてもらいながら、学ばせていただいている。田辺の現状というのも、新聞では載せていただいているので部分的に掴むことはあっても、共通理解はできていない。自治振興課長の話を踏まえた上で議論できれば新たなものが出てくるかもしれないので、是非お願いしたい。
議長：公民館によって、バラツキがあるという現実も感じる。上芳養のことしか知らないが、Ｆ委員と話す中でも違いを感じる部分があるので、そうしたことも課題だと思う。次の部会では、勉強会をするということで、中学校出張講座や一般公開講座で固まってきていることを資料に反映していき、それらが済んでから自治振興課長に取組の現状を教えていただく、そういった企画部会としてよいか。
副議長：こちらが終わり次第だと迷惑をかけてしまうので、予め時間を決めておいて、自治振興課長の話を聞かせてもらった後に会議をするのがよいと思う。
Ｆ委員：最初に聞かせてもらった方が後の議論の材料にもなると思う。
議長：最初に自治振興課長に話をいただいてから各講座について議論するという方向で調整したい。

５．その他
　　　（１）伊都地方社会教育委員連絡協議会田辺西牟婁地方合同研修会について
　　　　・11月17日に行われる伊都地方との合同研修会について共有、10月27日（月）までに事務局へ出欠連絡いただくよう案内した。
（２）第４回人材育成事業企画部会及び第４回定例会の日程調整について
　　　　・事務局より、第４回人材育成事業企画部会及び第４回定例会の日程調整に係る連絡を行った。それぞれの会議日程については、議長・副議長等のスケジュール調整の上、後日郵送にて各委員に通知することとした。

６．閉会　副議長挨拶
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